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　「癖（へき）」とは、特定の嗜好物に対する異常な執着、偏愛のことをい
い、言いかえるとすれば、マニアやオタクにあたります。中国の文人たちの
癖好のあり様は、今なお語り継がれるところですが、なかでも王羲之の鵞
癖、陶淵明の菊癖、李白の酒癖、陸羽の茶癖、蘇東坡の談鬼癖、米芾の
石癖、倪瓚の潔癖などが有名です。
　若い頃より中国の文人世界を憧憬してやまなかった近代文人画の巨
匠・富岡鉄斎（1836～1924）もまた、癖好の士として知られています。書癖、
考証癖、茶癖、煙霞癖（旅行癖）、富士癖、東坡癖、金石癖、印癖、墨癖な
どは、鉄斎の人生のうえで欠くことのできない事柄です。そして何より学問
は、学者をもって任じた鉄斎にとって、自らを娯しませる第一の「癖」であっ
たといえるでしょう。
　本展では、鉄斎が中国の文人や日本の畸人たちの非凡な精神に学び、
のめり込んだ癖好のあり様を、多彩な作品を通してご覧いただきます。富
士癖の集大成である《鎮国山帖》（初公開）、《富士山図》屏風、鉄斎のア
イドル・蘇東坡に取材した《東坡談図》、《蘇子談癖図》、《貽笑墨戯帖》と
いった代表作を中心に、愛蔵本もあわせて紹介します。
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東坡談図のうち  1918年  83歳

【お知らせ】
■ 11月17日（土）、18日（日）は「関西文化の日」に
　参加しています。（入館無料）
■ 2018年11月26日（月 )より、鉄斎美術館「聖光殿」
   は資料整理のため、休館期間に入ります。
   展覧会は別館「史料館」でお楽しみください。

 鉄斎美術館次回展覧会

「鉄斎の七福神」
2019年1月5日（土）～4月1日（月） 
※会場は鉄斎美術館別館「史料館」（入館無料）

 鉄斎美術館・宝塚市立中央図書館聖光文庫共催企画

第7回聖光文庫文化講座
2018年12月2日（日）　午後1時30分～4時
第1講  「鉄斎の絵と鉄斎ゆかりの敦煌古書
　　　　　　　　　－杏雨書屋の所蔵品から－」
           東野治之氏 （武田科学振興財団 杏雨書屋館長）
第2講  「京都の近代 －美術工芸を中心に－」
　　　  並木誠士氏 （京都工芸繊維大学教授・同大学美術工芸資料館長）
会　場：宝塚市立中央図書館（聴講無料）
申込み：0797-84-6121

 鉄斎美術館・宝塚市立中央図書館聖光文庫共催企画展

「富岡文庫の世界 －鉄斎・謙蔵父子の愛蔵本－」
2018年12月2日（日）～2019年2月7日（木）
開室時間：午前10時～午後5時
休館日：水曜、第2金曜、年末年始（12月29日～1月3日）
会   場：宝塚市立中央図書館聖光文庫（入場無料）

後期特別展示

富士山図  1898年  63歳
勾白字詩七絶　明治時代　60歳代

蘇子談癖図  1921年  86歳 赤壁四面図  1922年  87歳 漁邨暮雨図  1920年  85歳 隠逸畸人図  1868年  33歳

文人多癖印譜  1914年  79歳


